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令和５年第４回足寄町議会臨時会議事録（第１号） 

令和５年１１月１日（水曜日）     

 

◎出席議員（１３名） 

   １番 早瀬川   恵 君   ２番 井 脇 昌 美 君 

   ３番 榊 原 深 雪 君   ４番 矢 野 利惠子 君 

   ５番 田 利 正 文 君   ６番 髙 橋 健 一 君 

   ７番 木 村 明 雄 君   ８番 細 川   勉 君 

   ９番 川 上 修 一 君  １０番 進 藤 晴 子 君 

  １１番 多治見 亮 一 君  １２番 二 川   靖 君 

  １３番 髙 橋 秀 樹 君 

 

◎欠席議員（０名） 

    

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足 寄 町 長              渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長              東海林 弘 哉 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総 務 課 長              保 多 紀 江 君 

福 祉 課 長              森 岡 彰 寿 君 

住 民 課 長              金 澤 眞 澄 君 

経 済 課 長              佐々木 康 仁 君 

建 設 課 長              松 野   孝 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教 育 次 長              丸 山 一 人 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事 務 局 長              横 田 晋 一 君 

事 務 局 次 長              野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   飯 野 真 有 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  会議録署名議員の指名＜Ｐ３＞ 

 日程第 ２  会期の決定＜Ｐ３＞ 

日程第 ３  報告第１９号 専決処分の報告について（車両事故に対する損害賠償の額     

を定めることについて＜Ｐ４＞ 

日程第 ４  報告第２０号 専決処分の報告について（車両事故に対する損害賠償の額     

を定めることについて＜Ｐ４～Ｐ５＞ 

日程第 ５  報告第２１号 専決処分の報告について（車両事故に対する損害賠償の額     

を定めることについて＜Ｐ５～Ｐ６＞ 

日程第 ６ 報告第２２号 専決処分の報告について〔令和５年度足寄町一般会計補正

予算（第８号）〕＜Ｐ６＞ 

日程第 ７  報告第２３号 専決処分の報告について（里見が丘公園整備（幹線園路

３）工事請負契約の変更について＜Ｐ６～Ｐ７＞ 

日程第 ８  報告第２４号 専決処分の報告について（橋梁長寿命化修繕（ポン沢橋・

一の沢橋）工事請負契約の変更について）＜Ｐ７～Ｐ８＞ 

日程第 ９  議案第７８号 橋梁長寿命化修繕（上利別幌内橋）工事請負契約について＜

Ｐ８＞ 

日程第１０ 議案第７９号 令和５年度足寄町一般会計補正予算（第９号）＜Ｐ８～Ｐ１

１＞ 

日程第１１ 議案第８０号 令和５年度足寄町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）＜Ｐ１１～Ｐ１２＞ 

日程第１２ 議案第８１号 令和５年度足寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）＜Ｐ１２＞ 

日程第１３ 議案第８２号 令和５年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第１号）＜Ｐ１２～Ｐ１３＞ 
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午前１０時００分 開会 

 

◎ 開会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） ただいまから、令

和５年第４回足寄町議会臨時会を開会いた

します。 

 

◎ 町長挨拶 

○議長（髙橋秀樹君） 町長 渡辺俊一君

から、招集の挨拶があります。 

 町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しをい

ただきましたので、令和５年第４回臨時会

の招集に当たりまして一言ご挨拶を申し上

げます。 

 本日から１１月ということで、観測史上

もっとも暑い夏も終わりまして、すっかり

涼しくなってまいりました。朝晩かなり冷

え込んできております。新型コロナを始め

として、インフルエンザなどの感染症もま

だまだあるようでありますので、体調には

十分ご注意をいただければと思っておりま

す。 

 さて、８月の第３回臨時会の時に、本町

の主要な畑作物の一つであります小麦が豊

作ということで、他の作物も順調に生育し

て豊穣の秋を迎えられればということでお

話をさせていただいたところでありますけ

れども、馬鈴薯はまあまあということであ

りましたけれども、その他の豆類、それか

らてん菜、この辺りがかなり高温障害が出

てきているということであります。酪農も

高温により乳量が落ちているということも

ありまして、農業全体としては足寄町の基

幹産業である農業全体としてかなり厳しい

状況と伺っております。今後もこの推移を

見守って行かなければならないという具合

に考えているところでございます。 

 さて、本日ご審議いただく議案でござい

ますけれども、専決処分に伴います報告６

件と橋梁長寿命化修繕（上利別幌内橋）工

事請負契約についてなどの議案５件を予定

してございます。ご審議賜りますようお願

いを申し上げましてご挨拶とさせていただ

きます。本日よろしくお願いいたします。 

 

◎ 開議宣告 

○議長（髙橋秀樹君） これから、本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 会議録署名議員の指名 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、足寄町議会総合条例

第１８４条の規定によって、８番細川勉

君。９番川上修一君を指名いたします。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（髙橋秀樹君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

 議会運営委員会委員長 進藤晴子君。 

○議会運営委員会委員長（進藤晴子君） 

本日開催されました、第４回臨時会に伴

う議会運営委員会の協議の結果を報告いた

します。 

会期は、本日１日間であります。 

本日は、最初に報告第１９号から報告第

２４号までの報告を受けます。 

次に、議案第７８号から議案第８２号ま

でを即決で審議いたします。 

以上で報告を終わらせていただきます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 会期決定の件 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第２ 会期決

定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間にしたい

と思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、会期は、本日１日間に決定

いたしました。 

 

◎ 報告第１９号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第３ 報告第

１９号専決処分の報告について、車両事故

に対する損害賠償の額を定めることについ

ての件を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

建設課長 松野 孝君。 

○建設課長（松野 孝君） 議案書１ペー

ジをお願いいたします。ただいま議題とな

りました、報告第１９号専決処分の報告に

ついて、ご説明申し上げます。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り下記のとおり、足寄町茂喜登牛１０４番

地における車両事故に対する損害賠償の額

を定めることについて、令和５年１０月１

１日付で専決処分いたしましたので、同条

第２項の規定によりこれをご報告するもの

でございます。 

 １、損害賠償の総額は、児童６名分２万

５，８００円及び相手方車両の損害額とい

たしまして１８万１，８３７円。合わせて

２０万７，６３７円でございます。 

 ２といたしまして、双方の当事者、事故

発生の場所、日時等につきましては、別紙

といたしまして、２ページから５ページま

でに添付しております示談書及び損害賠償

に関する承諾書に記載のとおりでございま

す。また、示談の成立に伴いまして、今後

異議申し立て等をしないことについて当事

者の方々から誓約、承諾を得ているところ

でございます。 

 本件につきましては、本年の８月２日の

第３回臨時会におきまして、児童６名分の

損害賠償の額を定めることについて専決処

分のご報告をしたところでございますが、

この度、７月１３日に取り交わしをしまし

た承諾書記載の損害額に慰謝料の追加分が

生じましたこと、また、相手方の運転手と

車両の損害賠償額について示談が整いまし

たので、改めて専決処分のご報告をするも

のでございます。 

 ５ページの右側をご覧いただきたいと思

います。 

 事故の概要につきましては、本年３月２

日木曜日午後２時２５分頃、足寄町茂喜登

牛１０４番地先の町道中央植坂線におきま

して、建設課車両室に勤務する会計年度任

用職員運転のスクールバスが、下校のため

芽登小学校の児童１１名を乗せて小学校を

出発し、うち５名を途中下車させて走行し

ていたところ、対向して来た車とすれ違う

ことができずに、相手方車両の右側面に接

触し損傷を与えたほか、痛みを訴える児童

がおりましたことから、念のため乗車して

いた児童６名を足寄町国民健康保険病院に

搬送し、医師の診断を受けていただいたも

のでございます。その後におきましても全

ての児童の健康状態に異常のないことを確

認しております。なお、両者の運転手にも

怪我はありませんでした。 

 事故の原因につきましては、見通しの悪

い一車線の急カーブ区間で、双方ともに相

手車両の発見が遅れたためでございます。 

 過失割合につきましては、足寄町の過失

が６０パーセント。相手方の過失が４０

パーセント。児童については、足寄町の過

失が１００パーセントでございます。 

 ９ページに事故発生現場の見取図を添付

しておりますので、ご参照願います。 

 今後も職員に対しまして、このような事

故が起きないよう車両運転時には細心の注

意を払い、安全運転を心がけるよう指導し

て参りますのでご理解を賜りますようお願

い申し上げご報告といたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて報告を終

わります。 

 

◎ 報告第２０号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第４ 報告第
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２０号専決処分の報告について、車両事故

に対する損害賠償の額を定めることについ

ての件を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

建設課長 松野 孝君。 

○建設課長（松野 孝君） 申し訳ござい

ません。先ほど報告第１９号で見取図につ

いて９ページと申しましたが、６ページで

ございました。申し訳ございません。 

７ページをお願いいたします。ただいま

議題となりました、報告第２０号専決処分

の報告について、ご説明申し上げます。 

地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、下記のとおり足寄町南５条６丁目４０

番地における車両事故に対する損害賠償の

額を定めることについて、令和５年１０月

１１日付で専決処分いたしましたので、同

条第２項の規定によりこれをご報告するも

のでございます。 

 損害賠償の総額は、２万８，９５０円で

ございます。双方の当事者、事故発生の場

所、日時等につきましては、別紙として８

ページに添付しております示談書に記載の

とおりでございます。 

 また、示談の成立に伴いまして、今後双

方とも異議申し立て等しないことについて

誓約をしているところでございます。 

 ８ページの右側をご覧ください。 

 事故の概要につきましては、本年４月２

１日金曜日午後１時４７分頃、建設課車両

室に勤務する職員運転の公用車が業務のた

め町道南川沿通を北西方向に走行中、南５

条６丁目４０番地に位置する丁字路交差点

に差し掛かった際に、町道南５条通から走

行してきた相手方運転の車両が、一時停止

の標識を見落としたことに加え、接近して

きた公用車にも気づかず、左折のため交差

点へ進入してきたことから、公用車は相手

方車両を回避できずに衝突したものでござ

います。 

 この事故により職員は首を痛め、加療が

必要との診断を受けましたが、相手方運転

手に怪我はありませんでした。 

 事故の原因につきましては、相手方の運

転手が丁字路交差点に進入する際に、一時

停止の標識を見落とした上、安全確認が不

十分だったこと、また職員が丁字路交差点

から車両が出てくることを想定する意識が

不十分であったためでござます。 

 過失割合につきましては、相手方の過失

が８５パーセント、足寄町の過失が１５

パーセントでございます。 

 ９ページに事故発生現場の見取図を添付

しておりますので、ご参照をお願いいたし

ます。 

 今後も職員に対しまして、このような事

故が起きないよう車両運転時には細心の注

意を払い、安全運転を心がけるよう指導し

て参りますのでご理解を賜りますようお願

い申し上げご報告といたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて報告を終

わります。 

 

◎ 報告第２１号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第５ 報告第

２１号専決処分の報告について、車両事故

に対する損害賠償の額を定めることについ

ての件を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

建設課長 松野 孝君。 

○建設課長（松野 孝君）１０ページを

お願いいたします。ただいま議題となりま

した、報告第２１号専決処分の報告につい

て、ご説明申し上げます。 

地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、下記のとおり足寄町南６条３丁目１番

地における車両事故に対する損害賠償の額

を定めることについて、令和５年１０月１

１日付で専決処分いたしましたので、同条

第２項の規定によりこれをご報告するもの

でございます。 

 １、損害賠償の総額は、２１万９，５２

５円でございます。 

２、双方の当事者、事故発生の場所、日
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時等につきましては、別紙として１１ペー

ジに添付しております示談書に記載のとお

りでございます。 

 また、示談の成立に伴いまして、今後双

方とも異議申し立て等をしないことについ

て誓約をしているところでございます。 

 １１ページの右側をご覧いただきたいと

思います。 

 事故の概要につきましては、本年６月２

９日木曜日午後０時１０分頃、足寄町南６

条３丁目１番地先の町道南３丁目通におい

て、建設課車両室に勤務する会計年度任用

職員運転のスクールバスが、校外学習を終

えた児童を足寄小学校入口で下車させて、

車両を発進させたところ、後方から走行し

てきた相手方が運転する車両の左側面に接

触し損傷を与えたものであります。 

 なお、この事故で両者の運転手及び同乗

者に怪我はありませんでした。 

 事故の原因につきましては、会計年度任

用職員が後方の安全確認を十分に行わずに

車両を発進させたためでございます。 

 過失割合につきましては、足寄町の過失

が８０パーセント、相手方の過失が２０

パーセントでございます。 

 １２ページに事故発生現場の見取図を添

付しておりますので、ご参照をお願いいた

します。 

 車両の交通事故ということで、３件のご

報告となりましたこと、大変申し訳なくお

詫びを申し上げます。以上でご報告を終わ

ります。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて報告を終

わります。 

 

◎ 報告第２２号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第６ 報告第

２２号専決処分の報告について、令和５年

度足寄町一般会計補正予算（第８号）の件

を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

総務課長 保多紀江君。 

○総務課長（保多紀江君） ただいま議題

となりました、報告第２２号専決処分の報

告について、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

１３ページをお開き願います。 

令和５年度足寄町一般会計補正予算（第

８号）を、地方自治法第１８０条第１項の

規定により、別紙のとおり令和５年１０月

１１日付けで専決処分いたしましたので、

同条第２項の規定によりこれをご報告する

ものでございます。 

補正予算の内容について申し上げます。 

１４ページをお願いいたします。 

令和５年度足寄町一般会計補正予算（第

８号）歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ４５万７，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９９億

８，３３６万７，０００円とするものでご

ざいます。 

補正予算の内容につきましては、報告第

１９号から第２１号でご報告いたしまし

た、車両事故に伴います賠償金の歳出計上

と、この財源であります自動車共済金、自

動車事故賠償金を計上し、財源調整として

財政調整基金を減額するものでございま

す。以上のとおりご報告申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて報告を終

わります。 

 

◎ 報告第２３号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第７ 報告第

２３号専決処分の報告について、里見が丘

公園整備（幹線園路３）工事請負契約の変

更についての件を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

総務課長 保多紀江君。 

○総務課長（保多紀江君） ただいま議題

となりました、報告第２３号専決処分の報

告について、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

１８ページをお願いいたします。 

地方自治法第１８０条第１項の規定によ
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り、下記のとおり令和５年１０月４日付け

で専決処分をいたしましたので、同条第２

項の規定により、これをご報告するもので

ございます。 

内容についてご説明させていただきま

す。 

令和５年６月６日開会の第２回定例会に

おきまして、工事請負契約の締結について

議決をいただき着工しました、里見が丘公

園整備幹線園路３工事について、令和５年

８月２日開会の第３回臨時会において、変

更契約の専決処分の報告をさせていただき

ましたが、この度、立木処分等の数量が確

定し、設計内容の一部に変更が生じたこと

から再度、契約金額を変更するため、町長

の専決処分事項の指定について、第６項の

規定に基づき、専決処分を行ったものでご

ざいます。 

専決処分書をご覧ください。 

契約変更の目的は、里見が丘公園整備幹

線園路３工事でございます。 

契約変更の原因は、契約条項第１８条及

び第１９条の規定に基づくものでございま

す。これらの条項は、工事の発注者は現場

の状況が施工条件と一致しないなどの事実

を発見した場合は、工事監督員への報告を

求め、発注者は必要があると認めた場合、

設計図書を変更の上、工期や契約金額を変

更することについての規定でございます。 

変更事項は、３の契約の金額についてで

あり、専決処分前の工事請負金額５千１０

５万１，０００円を１２８万７，０００円

減額し、４千９７６万４，０００円に変更

するものでございます。 

なお、減額分は契約金額の１０分の１以

内の額であり、かつ５００万円を超える額

ではないため、指定事項に基づき専決処分

を行ったものでございます。 

契約の相手方に変更はございません。以

上のとおりご報告申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて報告を終

わります。 

 

◎ 報告第２４号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第８ 報告第

２４号専決処分の報告について、橋梁長寿

命化修繕（ポン沢橋・一の沢橋）工事請負

契約の変更についての件を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

総務課長 保多紀江君。 

○総務課長（保多紀江君） ただいま議題

となりました、報告第２４号専決処分の報

告について、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 １９ページをお願いいたします。 

地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、下記のとおり令和５年１０月６日付け

で専決処分いたしましたので、同条第２項

の規定により、これをご報告するものでご

ざいます。 

内容についてご説明させていただきま

す。 

 令和５年８月２日開会の第３回臨時会に

おきまして、工事請負契約の締結について

議決をいただき工事着手しました、橋梁長

寿命化修繕、ポン沢橋・一の沢橋工事につ

いて、工事内容の一部に変更が生じ、契約

金額を変更するため、町長の専決処分事項

の指定について、第６項の規定に基づき専

決処分を行ったものでございます。 

 専決処分書をご覧ください。 

 契約変更の目的は、橋梁長寿命化修繕、

ポン沢橋・一の沢橋工事でございます。 

 契約変更の原因は、契約条項第２２条、

第２４条及び第２５条の規定に基づくもの

でございます。これらの条項は、天候の不

良や工事の受注者の責めに帰すことができ

ない事由により、工期内に工事を完成する

ことができない場合は、受注者と発注者が

協議を行った上で、工期や契約金額を変更

することについての規定となっておりま

す。 

 この度の契約変更は、必要資材の製造業

者の納期遅延により工期の延長と、それに
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伴う防寒養生等の施工が必要になったこと

によるものです。 

 変更事項は、３の契約の金額についてで

あり、専決処分前の工事請負金額５千９４

０万円を１６２万８，０００円増額し、６

千１０２万８，０００円に変更するもので

ございます。 

 なお、増額分は変更金額の１０分の１以

内の額であり、かつ５００万円を超える額

ではないため、指定事項に基づき専決処分

を行ったものでございます。 

 契約の相手方に変更はございません。 

 工期につきましては、令和６年３月１９

日までと変更をしております。以上のとお

りご報告申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて報告を終

わります。 

 

◎ 議案第７８号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第９ 議案第

７８号橋梁長寿命化修繕（上利別幌内橋）

工事請負契約についての件を議題としま

す。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 総務課長 保多紀江君。 

○総務課長（保多紀江君） ただいま議題

となりました、議案第７８号橋梁長寿命化

修繕、上利別幌内橋工事請負契約につい

て、提案理由のご説明を申し上げます。 

 議案書２０ページをお開き願います。 

 令和５年１０月２３日足寄町財務規則に

基づき、指定競争入札に付した橋梁長寿命

化修繕、上利別幌内橋工事について、下記

のとおり請負契約を締結するため、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第２条の規定により議会の

議決をお願いするものでございます。 

 契約の目的は、橋梁長寿命化修繕、上利

別幌内橋工事。 

 契約の方法は、指名競争入札による契

約。 

 契約の金額は、７千４８０万円。 

 契約の相手方は、足寄町南６条７丁目８

０番地、株式会社勝建工業、代表取締役 

黒田勝氏でございます。 

 工期は、令和６年３月１５日でございま

す。 

 ２１ページに位置図、２２ページに平面

図など施工計画図を添付しておりますので

ご参照ください。 

 以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、ご審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって提案

理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第７８号橋梁長寿命化修

繕（上利別幌内橋）工事請負契約について

の件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第７８号橋梁長寿命化

修繕（上利別幌内橋）工事請負契約につい

ての件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第７９号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１０ 議案

第７９号令和５年度足寄町一般会計補正予

算（第９号）の件を議題といたします。 
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 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 総務課長 保多紀江君。 

○総務課長（保多紀江君） ただいま議題

となりました、議案第７９号令和５年度足

寄町一般会計補正予算（第９号）につきま

して、提案理由をご説明申し上げます。 

補正予算書１ページをお願いいたしま

す。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４

千３７５万３，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１００億２，

７１２万円とするものでございます。 

 歳出からご説明を申し上げます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 第３款民生費、第 1 項社会福祉費、第 1 目

社会福祉総務費におきまして、冬の生活支援

対策事業といたしまして、扶助費６００万円

など合わせて６２１万９，０００円を計上い

たしました。 

 １６ページをお願いいたします。 

 第１０款教育費、第１項教育総務費、第４

目スクールバス管理費、第１０節需用費にお

きまして、機器等修繕料といたしまして、１

２７万１，０００円を計上いたしました。 

 第２項小学校費、第１目学校管理費及び第

３項中学校費、第１目学校管理費におきまし

て、第１４節工事請負費として学校施設空調

設備整備工事といたしまして、３千４１０万

円及び８８万円をそれぞれ計上いたしまし

た。 

 歳出の主な説明は以上でございますが、令

和５年１０月の北海道最低賃金改定に伴い本

町においても、会計年度任用職員の報酬の改

定を行ったことから各費目において必要予算

を計上いたしました。 

 次に、歳入の主なものについて申し上げ

ます。 

 ８ページへお戻りください。 

 第１９款繰入金におきまして、財源調整

のため財政調整基金繰入金といたしまして

８３１万９，０００円を計上いたしまし

た。 

 第２２款町債、第１項町債、第３目過疎

対策事業債におきまして、学校施設空調設

備整備事業債といたしまして３千４９０万

円を計上いたしました。 

 ３ページへお戻りください。 

 第２表繰越明許費１件をお願いいたしま

した。 

 第３表といたしまして、地方債補正変更

１件をお願いいたしました。 

 以上で、議案第７９号令和５年度足寄町

一般会計補正予算（第９号）の提案理由の

ご説明とさせていただきますので、ご審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって提案

理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 歳出から始めます。 

１０ページから１６ページ。 

歳出一括で行います。 

質疑はございませんか。 

 はい。１２番。 

○１２番（二川 靖君） 質疑というより

もですね、今回の９月の定例会の中で、学

校に伴うエアコン等の設置ということで、

お願いをしていた訳なんですけれども、当

初は中々厳しいということで、第７次の総

合計画の中ということで言われていたのか

なというふうに思っておりますけれども、

町長はじめ教育長の努力によってですね、

今回の補正で学校、小中学校にエアコンが

付くということでですね、たぶん子どもた

ちも来年度から安心して学校に行って授業

を受けれるということでですね、一般質問

をしたということからですね、このご尽力

に対してお礼を申し上げたいというふうに

思っております。大変ありがとうございま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

 はい。９番 

○９番（川上修一君） 今のエアコンの関
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係で予算説明資料４４ページなんですけど

も、足寄小学校普通教室７室、視聴覚室１

室ですね。それで普通教室の方はこの７室

で間に合うという判断なのでしょうか。そ

の点をお伺いします。 

○議長（髙橋秀樹君） はい。丸山教育次

長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。今回、早急にエアコンを設置してほ

しいという要望の中で、色々設置の仕方に

ついて学校と相談しながら協議させていた

だきました。 

 小学校につきましては、普通教室と職員

室を中心にということで今回計画したとこ

ろでございます。ただ普通教室につきまし

ては、その学年の児童数に応じてですね、

学級数が１学級、２学級異なるということ

ですが、今後の足寄小学校の児童数の推計

をするとですね、いずれは１学級になって

しまうということですので、今回は必要最

低限の設置ということで７室ということに

させていただいて、それでも２学級の学年

もあるものですから場合によってはです

ね、特別教室も活用しながら対応していき

たいというふうに考えております。以上で

ございます。 

○議長（髙橋秀樹君） はい。９番、川上

議員。 

○９番（川上修一君） 今後の児童数の減

少を見越してなるべく経費をかけないでや

り繰りしたいという観点から小学校と協議

されたということですね。はい。分かりま

した。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

 はい。１０番、進藤議員。 

○１０番（進藤晴子君） 今のエアコンの

ことについてです。今後の児童数を見据え

てということで、教室の数を少なくしたら

しいですが、以前お話を伺った時に、もう

少し金額がかかる、億はかかるというよう

な話をされたかと思います。その辺の説明

をお願いいたします。 

○議長（髙橋秀樹君） はい。丸山教育次

長。答弁。 

○教育次長（丸山一人君） ２年前の議会

の時に、川上議員から一般質問でエアコン

設置についてご質問いただいた時に、その

当時は１億円近くかかるのではないかとい

う答弁をしたというふうに記憶しておりま

す。校舎の隅々まで設置すればですね、そ

の位かかるかなと思います。ただエアコン

の台数だけでなくて、エアコンというのは

どうしても多くの電気がかかってしまうと

いうことで、多く設置すればそれだけ電気

配線工事だとか、屋外のキュービクルの工

事だとか、またそれ以後の維持管理費も多

額の経費がかかるということで、お答えし

たというふうに記憶しております。 

 今回につきましては、なるべく事業費を

圧縮するためにですね、今の電気容量、そ

して電気契約の中でですね、出来る範囲と

いうことで学校と協議しながら必要最小限

の教室ということで設計して、この金額に

なったということでご理解いただきたいと

思います。以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

 ８ページにお戻りください。 

 歳入に入ります。 

 歳入一括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 次に３ページにお

戻りください。 

 第２表繰越明許費、１件。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 同じく３ページ。

第３表地方債補正、変更１件。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括

ございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 ４番。矢野利惠子君。 

○４番（矢野利惠子君） 賛成討論。１７

ページのところに本当に、小学校に空調設

備が付くと。そして、中学校はまだだ。で

も予算の関係でこのようになったと聞いて

いますので、次年度に向けて中学校の普通

教室にも空調設備を付けてもらいたいとい

う願いを込めてこの予算に賛成いたしま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に討論はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

これから、議案第７９号令和５年度足寄

町一般会計補正予算（第９号）の件を採決

します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第７９号令和５年度足

寄町一般会計補正予算（第９号）の件は、

原案のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第８０号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１１ 議案

第８０号令和５年度足寄町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第３号）の件を議題

とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 住民課長 金澤眞澄君。 

○住民課長（金澤眞澄君） ただいま議題

となりました、議案第８０号令和５年度足

寄町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）につきまして、提案理由のご説

明を申し上げます。 

 １９ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１

万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ８億７，７４３万６，

０００円とするものでございます。 

 今回の補正予算は、本年１０月に北海道の

最低賃金が改定されたことに伴うものでござ

いまして、特に説明すべき事項はございませ

んので、説明は省略させていただきます。 

 以上で、議案第８０号令和５年度足寄町

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）の提案理由の説明とさせていただきま

すので、よろしくご審議のほどお願い申し

上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって提案

理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 ２４ページをお開きください。 

 歳入歳出一括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

これから、議案第８０号令和５年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）の件を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８０号令和５年度足

寄町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 

 ◎ 議案第８１号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１２ 議案

第８１号令和５年度足寄町公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）の件を議題と

します。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 建設課長 松野 孝君。 

○建設課長（松野 孝君） ただいま議題

となりました、議案第８１号令和５年度足

寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）につきまして、提案理由をご説明申

し上げます。 

 ２７ページをお願いいたします。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１

万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３億８，２９８万８，

０００円とするものでございます。 

 今回の補正予算は、本年１０月に北海道の

最低賃金が改定されたことに伴うものでござ

いまして、歳入歳出予算の内容につきまして

は、特に説明すべき事項がございませんの

で、説明は省略をさせていただきます。 

 以上で、議案第８１号令和５年度足寄町

公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）の提案理由のご説明とさせていただき

ますので、ご審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって提案

理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 ３２ページをお開きください。 

 歳入歳出一括で行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

これから、議案第８１号令和５年度足寄

町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）の件を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８１号令和５年度足

寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）の件は、原案のとおり可決されまし

た。 

 

 ◎ 議案第８２号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１３ 議案

第８２号令和５年度足寄町資源ごみ処理等

事業特別会計補正予算（第１号）の件を議

題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 住民課長 金澤眞澄君。 

○住民課長（金澤眞澄君） ただいま議題

となりました、議案第８２号令和５年度足

寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第１号）につきまして、提案理由のご説

明を申し上げます。 

 ３５ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１

万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ７千４２２万９，００

０円とするものでございます。 

 今回の補正予算は、本年１０月に北海道の
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最低賃金が改定されたことに伴うものでござ

いまして、歳入歳出予算の内容につきまし

て、特に説明すべき事項がございませんの

で、説明は省略させていただきます。 

 以上で、議案第８２号令和５年度足寄町

資源ごみ処理等事業特別会計補正予算（第

１号）の提案理由の説明とさせていただき

ますので、よろしくご審議のほどお願い申

し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって提案

理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 ４０ページをお開きください。 

 歳入歳出一括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

これから、議案第８２号令和５年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第１号）の件を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８２号令和５年度足

寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第１号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 

◎ 閉会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、本

臨時会に付議されました案件の審議は全部

終了いたしました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 令和５年第４回足寄町議会臨時会を閉会

いたします。 

午前１０時５７分 閉会 
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